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北海道北東部，オホーツク海沿岸には，現在でも複数の海跡湖が存在する．
網走湖と能取湖は網走市街地の北西部に位置し，特に天都山展望台からの
眺望は素晴らしい．網走湖（写真中央）は縄文海進期には入り江であったと
考えられるが，その後の海退によって海跡湖になったと理解されている．網
走湖とオホーツク海との間では，網走川を介して毎日 2 往復の潮汐流が往来
している．そのため現在の湖水は重くて無酸素状態の海水層と軽い河川起源
の淡水層が 2 層構造を形成しており，その湖底には年縞堆積物が形成されて
いる．一方能取湖（写真右奥）は季節的に湖口が閉塞される汽水湖であった
が，現在では湖口が護岸されており通年を通して内湾環境にある．湖畔には
サンゴ草（アッケシソウ）の群生地が広がり，その規模が大きくなっていること
が知られている．
 （写真・文：産総研地質調査総合センター地質情報研究部門　七山　太）

Two sea relic lakes, Lake Abashiri and Lake Notoro, seen from Mt. Tentozan, along the Sea of Okhotsk, northeastern Hokkaido. Photo and Caption by Futoshi NANAYAMA

cover photo天 都 山 か ら 望 む ２ つ の 海 跡 湖 ，網 走 湖 と 能 取 湖
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